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が
設
置
さ
れ
て
い
る
自
治
体
で

お
自
治
体
に
設
置

は
、
行
政
文
書
が
一
律
に
廃
棄

一
九
六
九
年
、
白
本
学
術
会
さ
れ
る
こ
と
な
く
歴
史
資
料
と

議
は
、
自
治
体
文
書
館
に
お
け
し
て
保
存
公
開
さ
れ
る
と
は
い

る
行
政
文
調
・
古
文
書
等
の
保
え
、
現
実
に
は
文
書
の
引
き
継

存
公
開
を
唱
っ
た
「
歴
史
資
料
ぎ
が
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
は

保
存
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
い
か
な
い
こ
と
が
、
全
国
の
文

勧
告
を
行
っ
た
。
以
来
数
度
の
曾
館
・
資
料
保
存
施
設
及
び
聡

勧
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
八
員
の
連
絡
組
織
で
あ
る
全
国
歴

年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
公
文
書
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

館
志
の
施
行
を
見
る
な
ど
文
審
議
会
(
略
称
全
史
料
協
)
の
な

館
後
進
国
と
呼
ば
れ
て
久
し
か
か
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

っ
た
わ
が
国
で
あ
る
が
、
近
年

プ

住

民

参

加

に

貢

献

よ
う
や
く
各
地
で
文
書
簡
が
鰻

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
こ
-
フ
レ
た
実
態
の
背
景
と
し

文
書
館
設
置
と

歴
史
資
料
保
存

大阪読売新聞

た
。
現
在
全
国
の
文
容
館
設
置
て
は
、
自
治
体
組
織
内
で
文
書

自
治
体
数
は
二
十
三
都
道
府
県
館
・
歴
史
資
料
保
存
の
必
要
性

・
十
一
市
を
数
え
、
さ
ら
に
多
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
不

〈
の
自
治
体
で
設
留
計
画
が
進
足
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
や
大
学
る
で
あ
る
つ
。
現
実
に
は
、
歴

で
の
資
料
保
存
の
動
き
も
活
発
史
資
料
を
保
存
公
開
し
て
い
く

化
し
て
き
で
い
る
。
こ
と
は
、
自
治
体
組
織
に
と
っ

こ
う
い
っ
た
動
向
は
、
文
嘗
て
も
大
告
な
意
義
と
メ
リ
ッ
ト

飽
が
情
報
化
の
進
展
や
生
蓬
学
が
あ
る
。

習
時
代
の
到
来
と
い
っ
た
現
代
例
え
ば
、
筆
者
の
勤
務
す
る

社
会
の
ニ

l
ズ
に
合
致
し
た
存
兵
庫
県
の
尼
崎
市
立
地
滋
研
究

在
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
史
料
館
(
尼
崎
市
の
文
書
館
施

う
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
設
)
で
は
、
現
在
月
間
九
十
l

文
書
保
存
を
自
治
体
の
責
務
と
百
件
程
度
の
相
談
利
用
が
あ

規
定
す
る
公
文
書
館
法
が
施
行

さ
れ
て
五
年
単
を
経
過
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
約
三
平
三
百

に
及
ぶ
全
国
の
自
治
体
の

-2D

文
書
館
設
置
自
治
体
は
わ
ず
か

三
十
三
に
過
ぎ
な
い
。
文
書
館
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